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快適な近未来の住まい快適な近未来の住まい

瓦一体型太陽光発電システム

同ハウスにも、最近、日産自動車（株）による充放電用のパワー
コンディショナーが設置された。近い将来、電気は家庭で自給
自足するようになるのかもしれない。コネクタをはじめ銅の新た
な活躍フィールドも広がっていくことだろう。

　
　同ハウスで、電気をつくるのが太陽光発
電と燃料電池である。
　「屋根には 4.48kW の太陽光発電システ
ムを設置しています。この製品は瓦一体型
なのが特長です。日本の屋根の形状は多
種多様で、屋根の形によってはモジュール
が設置できないケースもあります。そこで一体化することで設置
効率を高めました」
　こう話すのは同社技術部主任の南氏。周囲の街並みに調和す
る意匠性も備えていると説明する。
　この他にも、同ハウスではさまざまな試みが行われており、
各種センサーと通信技術を活用して、暖房や照明、換気等が自
動制御され、無駄なエネルギーの使用が削減されている。また
住宅の情報を一元管理する「家歴システム」が導入されている。
これは TV やスマートフォンの画面から、たとえば照明の交換時
期など、各設備のメンテナンス情報を把握することができ、住
宅の長寿命化につながるという。
　これらのさまざまな環境への取り組みと、高耐久・高断熱な
構造を持つ住宅＊2 を組み合わせることで、CO2 排出量を 1990
年比でほぼ 100％削減できることが可能になる。
　観環居は桐やヒノキ等が多用され、家のなかは木の香りとや
わらかな雰囲気が漂う。なにより住む人の心地よさを追求して、
環境負荷低減が図られており、快適な近未来の住まいが提案さ
れている（公開は来年 3月まで）。

＊1　この実証実験は、「ネットワーク統合制御システム標準化等推進事業」の一環として総務省
に採択されたもの。低炭素社会の実現に寄与する通信規格の策定と検証を目的としている。幹事
企業は（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、日本電気（株）、積水ハウス（株）、（株）バンダイナムコゲームス
＊2　CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）のすまい（戸建）Sランク

　「昨年 11 月にオープンしてから見学者は
4000 人を超えました。見学希望はひっきり
なしにきています」
　こう話すのは積水ハウス（株）技術部長
の穐本氏。ビルが林立する横浜みなとみら
い 21 地区の一角に、その戸建住宅は存在
する。きたるスマートグリッド社会に向けて、IT 技術によって太
陽光発電や電気自動車（EV）、家電など各設備を連携・制御し、
エネルギーの効率的な利用を図る実験ハウスである＊1。
　このスマートハウス「観環居」の玄関を入ると、まず目にとま
るのが EV である。玄関とつながるガレージは段差がなくフラッ
トで、その仕切りはなんと障子。ガレージというより、EV 専用
部屋という雰囲気である。
　「EV を家の一部と捉えて設計しました。今後 EV の役割が増し
ていくことで、家とクルマの関係も変わっていく可能性がありま
す」
　EV の新たな役割として注目されているのが蓄電池である。た
とえば太陽光発電によるエネルギーを EV に積まれているリチウ
ムイオン電池に充電する。そしてここから家庭内の家電にエネ
ルギーを供給するのである。太陽エネルギーを EV に充電する
か家電に使うかは、頭脳となる「フェムト一体型ホーム ICT」が
無線通信によって各機器の電力状況を把握し振り分けを行う。
実現はもう少し先と考えられていたが、震災を経て、蓄電ニー
ズが高まっていることから、急ピッチで開発が進められている。

EVの駐車スペースは、ガレージというより
部屋として活用している。

いま、時代が求める EVと銅の役割



公共交通機関にもCu+マークが登場

銅の殺菌効果をリアルタイムで発信

　チリに拠点を置く世界最
大の銅生産企業コデルコ
（Codelco、チリ銅公社）と首
都サンチアゴで地下鉄を運
営するMetro社は3月、公共
交通としては世界で初めて
抗菌対策としてCu+を導入
する取り決めを発表した。建
設予定のSantiago Bueras
駅の手すりをステンレスでは
なく、銅亜鉛合金にするもの
である。乗降客の多い地下

鉄の駅において、細菌の繁殖防止に高い効果が期待
できることがCu+を選択した理由である。この銅亜鉛合
金の手すりは今後3年間で、Santiago Bueras駅以外
にも、30の駅で順次導入が予定されている。Anti - 
microbial Copper（Cu+）の導入は医療分野では進ん
でいるが、チリの地下鉄が手すりを導入したのは画期的
といえる。

　日本環境感染学会が開
催した直近の会議（2月開
催）では、銅の殺菌性に関
するものとしては過去最多
である4つの研究論文が発
表された。その中でも広範
に検討を行っているのが、

北里大学の笹原博士が発表した「銅および銅合金による病院
内細菌汚染の低減化─医療関連感染対策への展開─」であ
る。この研究は北里大学病院において銅製設備機器を導入し、
その導入前後の感染率を観察したもので、MRSAの保菌者数と
分離株数が減少したと報告された。ただし、病棟環境における他
の要因も考慮されている。日本赤十字豊田看護大学の東野准
教授が発表した「資材に付着したMRSAの湿度の異なる環境
での生存性」は、銅、黄銅、銀、アルミニウム、ステンレスなどの金
属片上にMRSAを付着させ、20℃での生存状況を観察した。高
湿度（88％以上）では、どの金属片でも15日後にはMRSA株の生
存は観察されなかったが、低湿度（50%以下）では、銀、アルミニ
ウム、ステンレスでは30日後も生存した。一方、銅および黄銅では
湿度によらず数時間内に死滅した。

日本では銅の有効性を示す様々な研究が発表

　4月7日、世界保健デーにちなんで抗生物質耐性細菌
に対するAntimicrobial Copperの有効性を確かめるラ
イブ実験が全世界に向けて生中継され、大きな反響を
呼んだ。この劇的な実験は英国サウサンプトン大学のビ
ル・キービル教授が実施したもので、銅片およびステンレ
ス片にメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）約1,000
万個をそれぞれ付着させ、その経過をネットで中継した。
顕微鏡の映像は、MRSAが銅片では数分の内に死滅
し始める一方、ステンレス片では増殖する様を捉えた。こ
の中継は93カ国の合計2,000を超えるウェブチャンネルを
通じて数百万の人が視聴、大成功を収めた。
 この中でキービル教授は、薬剤耐性を有する細菌・ウイ
ルスに対する世界的な取り組みにおいて、Antimicro-
bial Copperが有効であることがこのライブ実験で実際
に証明されたとして、生放送の後に次のように述べた。
「銅は本来殺菌性を有しており、人が触れることの多い
蛇口、ベンチ、手すりなどの表面を銅にすれば、薬剤耐

性の菌・ウイルスに対して、手間がかからず、即効性があり、効果
の高い対策となる」「病院内での手洗いや清掃体制の強化が医
療関連感染症（HAI）に対して大きな効果につながっていない現
状を見ても、そう言えるのではないか」。キービル教授によれば、銅
表面は細菌の外膜を破壊した上で、細胞の修復や再生を阻止
するため、直接的・間接的な殺菌効果があるという。
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